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謹

賀

新

年

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆

様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
穏
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
日
頃
、
当
組
合
事
業
に
つ
き

ま
し
て
は
関
係
各
方
面
、
並
び
に
皆
様
方
に
温
か
い
ご
指
導
ご

鞭
撻
を
い
た
だ
き
役
職
員
一
同
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
な
お
一
層
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

静
岡
県
に
お
い
て
は
「
森
林
と
の
共
生
」
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し
て
「
森
の
力
再
生
事

業
」
の
実
施
期
間
を
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
静
岡
市
で
は
「
山
村
と
都
市
が
共
生
・
共
育
す
る

ま
ち　

静
岡
」
を
目
指
し
て
中
山
間
地
域
総
合
振
興
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
は

CO2
の
地
産
地
消
静
岡
モ
デ
ル
「
清
流
の
都
」
創
造
の
推
進
と
地
域
材
の
利
用
促
進
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
柱
・
土
台
100
本
プ
レ
ゼ
ン
ト
事
業
」
が
特
筆
で
す
。
前
者
の
「
清
流
の
都
」
で
は
ア

ド
プ
ト
事
業
と
し
て
多
く
の
企
業
の
方
々
よ
り
協
賛
金
を
頂
い
て
い
ま
す
。
後
者
の
地
域
材

の
利
用
で
は
市
産
材
の
認
証
材
と
な
り
ま
し
た
。
認
証
材
が
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は

林
業
の
発
展
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
当
組
合
で
は
地
域
経
営
計
画
を
地
域
の
皆
様
と
計
画
を
し
て
い
ま
す
。
日
向
・
馬
込
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
俵
峰
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
後
も
林
業
活
性
化
の
取
り
組
み
に
向
け
て
、
組
合
は
地
域
の
皆
様
方
と
共
に
歩
み
ま
す
。

　

関
係
各
位
、
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
　

平
成
二
十
九
年　

元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

吉
澤
修
一

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
林
業
発
展
の
た
め
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
で
は
か
ね
て
よ
り
市
産
材
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
二
月
に
七
間
町
に
移
転
し
た
上
下
水

道
局
庁
舎
に
お
い
て
は
、
メ
イ
ン
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
市
産
材
を

使
用
し
、
来
庁
者
に
対
し
て
木
の
温
か
み
や
心
地
よ
さ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
「
静
岡
ひ
の
き
・
杉
の
家
推
進
事
業
」
等
を
通
じ
、
木
材
活
用
の
促
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
二
〇
二
〇
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
て
お
り
、
建
築
資
材
と
し
て
の
木

材
、
と
り
わ
け
森
林
認
証
材
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
本
市
と
し
ま
し
て

は
、
市
内
森
林
の
森
林
認
証
取
得
を
推
進
し
、
大
口
受
注
な
ど
多
様
な
需
要
に
対
応
で
き
る

基
盤
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

貴
組
合
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
昨
年
新
し
い
理
事
が
参
画
さ
れ
、
さ
ら
に
新
職
員
を
迎
え

ら
れ
る
な
ど
、
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
る
組
織
づ
く
り
を
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
皆
様

に
は
培
わ
れ
た
知
識
・
経
験
を
存
分
に
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
本
市
林
業
の
さ
ら
な
る
発
展

に
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

　
　

平
成
二
十
九
年　

元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
岡
市
長　

田
辺
信
宏

　

現
在
、
当
組
合
で
は
、
地
域

住
民
主
体
で
行
う
森
林
整
備
と

計
画
的
な
木
材
生
産
を
目
的
と

し
た
、
地
域
集
約
的
な
森
林
経

営
計
画
の
新
規
策
定
を
進
め
て

お
り
ま
す
。
森
林
経
営
計
画
を

策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林

管
理
を
地
域
で
計
画
的
に
実
施

す
る
こ
と
や
、
間
伐
・
森
林
作

業
道
に
関
し
て
補
助
事
業
の
対

象
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
既
に
森
林
経
営

計
画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
、
静

岡
市
日
向
地
区
、
俵
峰
地
区
で

は
、
補
助
事
業
を
活
用
し
た
森

林
整
備
作
業
を
行
っ
て
い
る
最

中
で
す
。

森林経営計画認定地
にて

森林整備事業実施中

お せら知
職員担当業務表

総務部部長 大橋　紀夫 総務総括・人事管理
総務部課長 剣持　尚代 会計経理・庶務
業務部部長 神谷　誠司 事業総括・労務管理
業務部係長 狩野　　豊 請負林産
業務部主任 八木　雅子 経営計画・購買・福利厚生
業 務 部 鹿子嶋　光 分収造林・森の力・境界確定事業

〃 瀧　　圭佑 林道・作業道・林産事業
〃 嵯峨　美里 造林補助金・民有林委託造林・静岡市林業研究会事務局
〃 三好　真広 基金間伐・市水道局請負・動物被害対策・椎茸生産者組合事務局
〃 窪田　　怜 林産事業・静岡市林研 森林認証部会事務局

組合委員会担当表　　　◎：委員長　○：副委員長
委 員 会 名 委員名（組合理事） 担当職員

総 務 ◎見城　久雄　各委員長　４名 大橋・神谷

コンプライアンス
（契約管理） ◎大石　一夫　○滝浪　龍司、安池　勘司 剣持・三好

広 報 ◎志村　　清　○安本　　愈 嵯峨・狩野

安全・林産 ◎安本　吉明　○山田　芳朗、白鳥　鋼一、加藤　貴彦 神谷・瀧・鹿子嶋

林道・種苗
（ 獣 害 ） ◎萩原　　康　○鈴木　英元、堀井　和男 瀧・八木

日向地区 森林経営計画に関する説明会
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で
作
成
し
た
輪
投
げ
の
大
会

や
、
ペ
ン
立
て
を
販
売
し
ま
し

た
。
林
業
ブ
ー
ス
に
は
静
岡
市

産
材
の
ヒ
ノ
キ
チ
ッ
プ
プ
ー
ル

も
設
置
さ
れ
、
来
場
さ
れ
た
お

客
様
に
は
、
木
に
親
し
ん
で
頂

け
る
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

し
、
都
市
部
の
企
業
体
が
費
用

を
負
担
し
、
適
切
な
森
林
整
備

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
ま
す
。
当
組
合
長
が
ア
ド
プ

ト
実
行
委
員
会
の
会
長
を
務
め

て
お
り
ま
す
。

1㎥＝3.6石　㎥単価を石単価に換算するには、概算で㎥単価を3.6で割ります。
　　入札日	 平成28年12月８日
　　市回数	 2,480回

△強気配　○保合　▼弱気配（㎥単位）
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中　値

8,000
10,000
12,000
14,000
250
8,000
11,000
12,000
12,500
16,000
17,000
23,400
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16,000
20,000
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11,000
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21,500
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18,000
23,000
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－　
300

11,000
16,500
19,500
18,500
17,000
17,500
35,000
－　
28,000
24,000
－　
－　
－　

1,350
590
1,044
1,650
－　
464
780
1,276
2,024
3,510
5,330
－　
2,254
3,498
1,486
1,062
2,001
2,508
－　
－　
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2,262
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－　
－　
－　
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250
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10,000
10,000
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9,000
－　
15,500
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21,000
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－　
300

11,000
16,000
17,000
17,500
14,000
14,000
－　
－　
26,000
21,000
－　
－　
－　

6,600
10,000
11,100
13,000
250
6,900
9,600
9,700
10,800
12,000
12,300
－　
15,500
14,500
12,600
13,300
17,000
15,400
－　
297
9,400
13,200
15,300
15,200
17,600
24,800
22,800
－　
28,700
24,200
－　
－　
－　

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－
○
○
○
○
○
▼
○
○
－
○
○
－
－
－

県森連静岡事業所

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
十
二

日
に
当
組
合
の
種
苗
委
員
会
に

よ
る
苗
畑
調
査
が
行
わ
れ
、
裾

野
及
び
富
士
宮
の
苗
畑
を
調
査

し
ま
し
た
。

　

各
苗
畑
と
も
に
、
天
候
不
順

や
病
害
虫
に
よ
る
著
し
い
影
響

は
見
受
け
ら
れ
ず
、
例
年
と
変

わ
ら
な
い
品
質
の
苗
木
を
供
給

で
き
る
見
通
し
で
す
。

　

苗
木
の
供
給
量
も
減
少
す
る

中
、
今
後
も
優
良
な
苗
木
の
確

　

平
成
二
十
八
年
十
二
月
一
日

に
、
当
組
合
安
全
委
員
会
主
催

の
作
業
現
場
安
全
点
検
巡
回
指

導
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し

た
。
当
組
合
の
作
業
中
の
現
場

に
て
、
作
業
手
順
や
役
割
分
担

に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い
、
更

に
安
全
を
意
識
し
て
作
業
を
行

　

当
組
合
で
は
、
静
岡
市
中
山

間
地
振
興
課
様
と
契
約
を
結

び
、
幼
齢
木
を
カ
モ
シ
カ
か
ら

保
護
す
る
防
護
柵
設
置
業
務
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十

九
年
春
以
降
植
林
の
予
定
が
あ

る
方
、
ぜ
ひ
当
組
合
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
カ
モ
シ
カ
の
生
息
域

を
確
認
す
る
た
め
、
山
林
内
に

カ
モ
シ
カ
が
い
る
写
真
を
集
め

て
お
り
ま
す
。
写
真
を
お
持
ち

の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
組
合
ま
で
お
持
ち
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

苗木　御注文について
１．注文受付期間　平成29年１月20日（金）まで
２．苗木の種類
　　スギ（少花粉苗木）、ヒノキ、コナラ、クヌギ、その他
３．組合員参考価格（消費税８%）
　　　スギ　　　　　　120円
　　　ヒノキ３年生　　125円
　　　ヒノキ２年生　　118円
　　　コナラ・クヌギ　185円
　　　その他苗木　　　価格はお問い合わせ下さい

※１　その他の苗木は、種類によって確保に時間がかかる場合や、確保できない場合もありますのでご
了承願います。

※２　ライフパックは別途１枚1,400円（税込）です。気候条件等により、３月中の配達が可能な方の
みとなります。また、配達後も適正に管理し保存期間を過信せずに早期に植栽して下さい。

４．割引きについて
・本数割引　5,000本以上お買い上げの方：１本につき２円引き
　　　　　 10,000本以上お買い上げの方：１本につき３円引き
・組合渡割引

当組合事務所まで受け取りに来ていただける方は１本につき３円引き
※本数割引と組合渡割引は併せて御利用頂けます。

５．配 達 期 間
　平成29年３月から平成29年４月下旬（配達日の指定は出来かねますご了承願います）

～御連絡～
現在、苗木の生産量が減少しており、良質な苗木確保のためには早期に苗木の需要を把
握することが必要になっています。そのため、植林の予定がある方は、早めに当組合へ
連絡をお願いします。

　

平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
八

日
に
、
静
岡
市
役
所
に
て
静
岡

市
森
林
環
境
ア
ド
プ
ト
企
業
認

定
証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
森
林
環
境
ア
ド
プ
ト
事

業
で
は
、
地
域
内
で
排
出
さ
れ

る
二
酸
化
炭
素
を
地
域
内
で
吸

収
・
削
減
す
る
こ
と
を
目
的
と

　

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十

六
日
、
二
十
七
日
に
、
ツ
イ
ン

メ
ッ
セ
静
岡
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
「
産
業
フ
ェ
ア
し
ず
お
か

２
０
１
６
」
へ
当
組
合
も
出
展

致
し
ま
し
た
。
静
岡
市
産
の
木

苗
圃
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
　
　

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
し
た
　
　

カ
モ
シ
カ
被
害
対
策

防
護
柵
設
置
に
つ
い
て

ア
ド
プ
ト
企
業

認
定
証
授
与
式

　
　
　
賦
課
金
の
お
願
い

組
合
は
皆
様
の
御
協
力
の
も
と
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

産業フェア
しずおか2016
へ出展

　

左
記
の
組
合
員
様
の
郵
便
が

届
か
な
い
た
め
、
転
居
先
を
探

し
て
お
り
ま
す
。
御
存
知
の
方

は
当
組
合
ま
で
御
連
絡
願
い
ま

す
。お
手
数
お
掛
け
し
ま
す
が
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

お名前 以前にお住まいの地区
井本　営一 静岡市葵区平和町
大森　覚一 静岡市葵区湯ノ島
落合理重子 三重県桑名市安永
佐藤喜三重 静岡市葵区足久保奥組
佐藤　　建 静岡市葵区若松町
佐藤　　正 静岡市葵区日向
新庄　俊博 静岡市葵区松富
内藤　愛子 静岡市葵区北安東
野崎　守男 静岡市葵区馬場町
望月　みや 静岡市葵区梅ヶ島
森主　タカ 静岡市葵区羽鳥
安本　さだ 静岡市葵区落合

お

い

願

※今期の販売価格がまだ確定していない
ため、表記の価格は昨年度（H28年度）
の価格です。御了承願います。

う
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。ま
た
、

現
場
で
の
安
全
管
理
に
加
え
、

定
期
的
に
主
任
技
術
者
会
議
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
場
の
作

業
進
捗
、
問
題
点
等
を
現
場
作

業
員
、職
員
を
含
め
て
把
握
し
、

安
全
に
山
林
施
業
が
行
え
る
よ

う
努
め
て
お
り
ま
す
。

保
に
努
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
組
合
員
の
皆
様
も

早
期
の
苗
木
予
約
等
、
需
要
把

握
に
ご
協
力
下
さ
い
。

作業現場確認中

苗木の確認中

ヒメシャラ等で作成したペン立て（組合職員手作り）輪投げ大会

防護柵

吉澤組合長　挨拶

ヒノキチップのプール


